
秋田県VてなけるSMONの疫学的研究

1 SMO N 患者の疫学調査成績

は じ め に

児 :is 栄 一 郎 （秋田県衛生科学研究所）

秋田県県南地万K腹部症状を伴う脳脊髄炎症が多発したことを聞知したのは昭和 4 4年4月上匂のこ

とであった。 しかも患者数がl O 0名を越えているととを聞〈に及んで事の重大さが考えられた。 駄目

県厚生部では同年目月1 7日， 第1回秋田県スモン対策委員会を開催し， 最初にとれが実態調査のため

県内主要病院長台よび医師を招色 調査に協力方を依頼した。因みK本病は法定伝染痛でも届出伝染病

でも走い関係上， 本病発生の実態ならびK転帰などを把握するζとが困難であると考えられた。 そむた

2枚からなる調査票 す�わち個人疫学調査票なよび個人臨床調査票を各医諌機関陀配布し． その時

点までの患者十とついて項目どと記入することを依頼し 票の集約その他KついてはJ,H,，内1 3保健所が当

るとととした。

また昭和4 4年9月188(1(他 県厚生部（＇（ j,�いてスモy対策委員庁内打合せ会を開いて． 調査票の

取bまとめ， なよひスモン患者K対する福祉的取扱い方Kついて協議した。

そして9月で調査票む集収を 一応打ち切ったが， 集計資料としての調査票数は次のとなりである。 も

�みVていわゆるS MO Nの定義は「腹部症状を伴う脳脊髄炎症」ということであって， 特に診断基準は

設けなかった。

個人産学調査票

個人臨床調査堕

1 0 1枚

7 8 ＊士

ななζの2枚の調査票K盛られた項目は敵が多〈， したがって 一 応詳細念謁査であると言える 一 方，

決め手のない疾病である関係上， そのつぐ乏いK更K盛らるべき項目のあったととが後Kなって考えら

れた。 窓会また調査用紙の項目 κ 記入のない分は集計から外すととKした。

成 績

A 県内スモン患者の先生状祝

わが国KおけるいわゆるS J'vl 0 N患者の初発については必ずしも明らかではない。 高崎浩若「肱部症
(2) 

状をl 伴う脳脊髄炎症」 (1907）によると初発は自白和3 0年〔1 9 5 5〕前後と推定されるいるし

(I) また祖父江ら の教室で経験した5 4 7例のスモンでは附和3 1年（ 1 9 5自｝発症のものが初発であ
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ゥたといろ。 前述秋田県V( i－－ける調査票からスモン発生状況を保健所B仏性別K集計したものが表 1 で

総計1 1 5名（男4 3名， 女 7 2名）であるが・ 次κζれらを発生年度別 κ示したものが表 2 である。

とれK よると， 秋田県になけるスモンの初発は昭和2 9 年（ 1 9 5 4 ）とい今とと Kなる。 えだしと の

患者は 4 9 才の女で， 腹部症状の出現年月Kょったものであり，神経症状の出現は 4 0 年 1 0 月であっ

た。 次に発生した第2 症例は3 3 才む女で昭和3 3 年（ 1 9 5 8 ）の発病である。

表 1 保健所別・性別 S MON

発生状況

保健所名 総 数 男 女
横 手 15 4 11 
湯 沢 51 18 33 
花 輪 1 1. 。

大 館 3 1 2 
鷹 巣 23 13 10 
官E 代 3 2 1 
五城目 2 1 1 
秋 田 8 。 8 

本 荘 3 1 2 
矢 島 1 1 。

大 幽 3 1 2 
角 館 2 。 2 

計 1 15 43 72 
男 女 比 1 : l. 7 

表 2 年度別・性別スモン発生状況

年 度 男 女 計
昭和29 年（ 1954) 。 1 1 

33 (1958) 。 1 1 
34 ( 1959) 。 1 1 
35 ( 1.9 6 0) 。 1 1 
36 (1961 ) 
37 (1962) 
38 ( 1963) 2 。 2 
3 9 (1964) 2 10 12 
40 ( 1965) 3 6 9 
41 (1966) 9 5 1 4  
42 ( 196 7) 1 5 18 33 
43 (1968) 5 19 24 
44 ( 1969) 2 2 4 

計 38 64 102 

秋田県K沿いて最も多数発生した年度は昭和 4 2 ＆手 （ 3 3名）であり， 次が4 3 年（ 2 4名）， そ の

次が3 9 年（ 1 2名）であるが， 4 4 年度は急激K誠って僅か5 名（集計後 κ1名発生）となった。

1. スモン患者の性別

S MO Nは女性に 多発し， 男女比が多く の場合1 : 2である。 祖父江ら(1 ）の症例では男女比が1 : 

1.5 であるし， 島田ら（6）は 1 : 2 ， 高崎は1 : 2， また前川ら（S) <Z:>8 3 5例では男の比率が3 9.1 %, 

女のそれはfi 0 9 '7らであった とい九逆κ男性に高い場合があり， 滑野ら（2）
の1 ! 0.6 1, 日比野（2）の

1: 0.9 などがそれである。 しかし大森ら（4）の例の ように1: 3.4 と ， 女性K極端K高いこともある。

秋田県例では男4 3名， 女 7 2名であるから男女比は1 ! 1. 7 であった。

2. スモン患者の年令

SMO N羅患時の患者の年令は， 男女を問わず 1 0 才以下は非常 K 稀れで， 2 0才以下でも非常 K少

念〈， 中年以上のものκ多いζとが一つの特徴となっている。 しかし前川ら（5）の報告では0 ～ 1 0 才の

ものが 8 3 5 例中VC 2 例が集計されている。 スモン擢患年令の範囲は， 祖父江ら（1）の報告K よると 1 3

～ 8 1 才で， ζのう ち 5 0 才代が最も多いとい今。 伊藤（2）は 1 7 ～7 4 才‘ 椿ら側は 1 9 ～ 7 4 才， 高

崎（2）は 1 8 ～ 6 9 才などを挙げている。 また小坂仰は， 5 0才代が最高を示すが， 年度Kよって推移の
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あるととをのべている。 秋田県症例では1 6才（男）～7 8才（女）で， 1 0才以下のものはなかった。

いま 一 度スモン患者の年代的配分Kついてのべると， 前川ら （5）の8 3 5例では3 1～4 0才聞のもの

が最も多（ 1 8 2 fvl1次が4 1 ～ 5 0才の1 7 7例， その次が5 1～6 0才の111111その次がfi 1

才～の1 3 6例となっているので． ピ クは3 1～4 0才Kあるといえる。 しかしとれを男女に分ける

と男は3 0才代K， 女は4 0～6 0才代Kピ ー クをもっとい今。 また緒方ら （3iの岡山県症例では擢患率

が6 0 ～ 6 9才κ最も高〈， 1 8.3， その後若い年代K向って漸誠い 2 0～2 9才で6.4, 2 0才未

満では0.8となるが， しかし7 0才以上では9.6であるという。 また島田ら （6)(7）の報告では， 昭和4 1

年以前の症例では6 0才台の女K最高であったが， 4 2年度では5 0才と4 0才台が高率 4 3年度で

は3 0才台の女K最高率を示したという。

秋田県V( j;�ける1 0 1症例Kついて年代)JIJ V(区分すると表3 V(示すよう(IC, ピークは4 0～4 9才K

あって全体の3 0. 7 %を占める。

とれを図示すると図2のようになり， 7 0才～が最低 1 9才以下がとれ κ 次ぐといろととになるが，

人口1 0万対擢患率をみると表3および図1のようKなり，l 9才以下の擢患が最低ということとなる。

表3 年代別・性別スモン患者の発生状況

年 代 男 女 計（ ？ら〉
人口1 0万対

患 率※
～1 9 5 2 7 ( 2.4 

2 0～2 9 9 5 1 4 ( 1 3. 9 ) 8.1 
3 0～3 9 7 9 1 fi ( 1 5.3) 7. 6
4 0～4 9 7 2 4 3 1 ( 3 0. 7) 2 0.1 
5 0～5 9 6 1 0 1 6 ( 1 5. 3 ) 1 3. 6 
日 O～6 9 3 1 1 1 4 ( 1 3.9) 1 7.5 
7 0～ 。 3 3 ( 3. 0) 7. 5

3 7 6 4 1 0 1 ( 9 9.0) 

売を人口は昭和4 0年国勢調査時の数値を使用した。
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5. S MO N患家の飼育動物

表1 1 保健所別スモン患家K金ける飼育動物

保 健 犬 猫 鶏 豚 山
兎 牛 ，馬

な
所 別 羊 ，鳥 し

横 手 4 6 3 3 1 1 4 

沢 Ii 19 14 3 2 5 21 

花 輪
大 館 1 1 2 

鷹 巣 1 2 1 1 

能 代 1 2 

五城目 1 1 1 1 

駄 目 1 1 1 3 2 

本 荘 1 

矢 島
大 曲 1 2 1 1 

角 館 1 1 1 
16 30 22 9 4 1 5 8 31 

比率倒 17.0 31. 9 23.4 9.n 4.3 LI 5.3 8.5 0.0 33. 0 

6. S MO N患家K会ける衛生昆虫念よび鼠

表12 保健所別衛生昆虫なよび鼠の調査

スモン病因については， もしも人

畜共通左病毒を考えるならば，j願序

として 患家事、 よびその周辺vt絵ける

飼育動物 とそれらのも つ疾病Kつい

可知る必要が生じて〈るものと思わ

れる。 表1 1は秋田県のスモン症例

について行なった聴き取P調査であ

るが， 猫が 3 1. 9 %， 鶏が2 3. 4 % 

K， 犬は1 1. o rove， 豚が 9. 6 %に，

牛が 8 5 % ¥t飼今患家の実態である。

えだしとれらの動物は必ずしも何ら

かの疾病K擢患しているというとと

ではない。各地坑各飼育動物の疾

病等Kついては後κ述べる予定であ

る。

付）保韓所別（分母は患家数， 分子は多いと答えた患家数）

保 健 所 Zリ ，，、 コニ ゴキブリ ねずみ 蚊

手 1/12 2/12 2/12 1/12 

沢 4/50 9/5 0 1 4/4 9 5/5 0 

花輪， 大館， 鷹巣
4/1 3 

能代五城目合計
3/12 7/12 2/1 3 

秋田， 本荘， 矢島，
3/15 2/15 5/15 6/15 

大曲， 角館合計

（ロ）種類別多少の度合い

種 類 患家 数 多 レ主 少念い いな い
ノ、 エ 9 0 1 2 ( I 3. 3 9ら ） 7 8 。

ゴキブリ 8 9 1 6 ( 1 8. 0 % ) 7 1 2 

ねずみ 8 9 28 ( 3 1.5 9ら） 5 9 2 

蚊 9 0 1 4 ( 1 5. 6 % ) 7 6 。
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駄目県スモン症例について各家庭Kかける衛生昆虫の多少かよび鼠Kついて調べ， 集計したものが衰

1 2である。 との表にみるよ今にスモン患家ではハエ， ゴ キブリ， 蚊などのいない家庭が非常K稀小で

ある。 ζれに対して多い家庭教が1 3.3～1 8.0 %を占めている。 鼠族 κ到っては更K多〈， 家庭の約

1/3 を占めている。 従って 殺虫の目的K設虫剤 殺鼠の目的K殺鼠剤ば用意されるζとが当然考えら

れてくる。

F S MO Nの臨床的所見

最初にのべたよろK調査用紙または票は 個人疫学調査票と個人臨床調査票の2枚からなD， ζのうち

疫報開査票はS MO N患者1 1 5名む今、10 1枚を回収したが， 臨床調査票の回収は 78 枚にすき
’
な

かった。 またとの 7 8 枚Kしても各項目Kそれぞれ記入のない場合はその項目だけを集計から除外せざ

るを得なかった。 しかし期待したよりも多くの 回収のあったととは幸いと思うべきであろう。

1. 腹部症状発現から神怪症状発現までの期間

文献によるととの期聞については1～ 3カ月とい今が，報告者Kよ丸 あるいは患者Kよってかなタ

の差がみられる。 高崎浩u泊（196s）は1カ月から 年余とい今が， 全 症例の4“%が1カ月以内K神

-U8l 経症状を現わすとのべ， 早瀬正一 (1966）は数日から数カ月 でちるが1カ月以内むものが最も多

(2)いという。 また関山 (1967） κよると最短2回， 最長3年といい， また伊東ら（1964)tcよ

(5)れば年度によって異るともいう。 前川ら の集計8 3 5例Kついてみると， その期間が1カ月以内の 症

例が51.5 %で， そのう ち半数以上が2週間以内K発症した。 また1～2カ月 の発症は 22.4%で， と

の両者を合わせると全例の 3/4 が2カ月以内K発症するとい今ととK念るとい今。

秋田県のスモン92症例Kついての成績は 表1 3 tc示すとbりで， 3日以内の発症が16.3 %もるっ

たととが注目される。 前掲前川らの 集計t(:t,�いても8 3 5例の今ち1日以内の発症が111凡 7日以内

表1 3 腹部症状発現から神経症状の

発現までの期間

期 間 患 者 数 百分比%
3臼以内 1 5 1 6. 3 

5日 ／／ 1 1. 1
7日t 6 6.5

1 5 13 // 9 9 .8 
1カ月t 1 9 2 0. 7 
2カ月 点 1 6 1 7.4 
3カ月 J 7 7.n
Gカ月 s 9 9.8

1年t 4 4. 3
1年以上 6 6.5

9 2 1 0 0. 0 
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のものが 92例もあった。 つまタ1日以内の

発症が1.3 '*1 , 1 7日以内の発症が11. 0 %も

あったと解釈される。

また表1 3VC$＞いて2カ月以内の発症者の

合計 は66名， 7 1. 7 %とな久 3カ月以内

とす れば7 3名， 7 9.3 %となる。 つまり大

部分が2～3カ月以内K神経症状の発症とな

る弘中には18という 症例も 3例あり， I

年以上とい今ものが6名あっb



 

 

   

 

  

 

    

    

     

     
 

  

 

  

 

 

      

      

   

      

      

     

  

    

    

 

  

        

 

 

   

 

   

   



  

       

 
      

                 
  

          

 

      
      

         

 

 
      

           

 

  

 

 

     

    

   

   

   

   

   

    

 

 
     



秋田県スモン症例 5 7 名Kついてみると， 発熱のみられたものが 5 7 例中re 1 s例（ 2 6. 3 9ら わ す

念わち1/4強K発熱がみられた 。 発熱の程度は3 7.0℃ から40.0℃まででるった汎 3 8.0℃のも

のが多かった。 また頭痛は5 7例中12例（21.09ら）にみられた。

6. 発病時の神経症状

スモンf'Cj;..いては足鯨， 足部から 神経症状が始まり， それが左右対称性で， 次第K上行し， 下肢を経

て 腹部， ときには胸背部Vてまで達する障害の高さが症例Kよって異なる。 駄田県症例 7 1 名Kついてみ

たものが表 1 7 である。 との 表が示すようK神経異常が

表 1 7 初期神経症状の発現頻度 下躍で停るものは割合少なく， 多くは大陸まで （ 2 7 例，

( 7 1 例中）

部 位 症 例数（ %)

下 躍まで 1 3 ( 1 8. 3 ) 
大 腿まで 2 7 ( 3 8.0) 
腹 部まで 2 6 ( 3 6. 6) 
胸背部まで 3 4.2) 
頭 部まで 。 0.0〕
顔 面まで 2 2.8) 

（駈，指，眼は除く）

3 8.0 9ら〉か， または腹部までC 2 6例， 3 6. 6 % ）達

する。 しかし胸背部をで達したものが 3 例（ 4 2 名）あ

札 異常が顔面K まで及んだものが 2 例（ 2. 8 % ）あっ

たととが注目される。

7. 知 覚 異 常

スモンK為市、ては一般K運動麻簿よbも知覚異常の多いことが指摘されている。 との知覚異常とは足

醗， 足先がしびれた感じ， ピリピリする感じ あるいは糊を張りつけたよう念感じ， 浜辺の組い砂の上

を歩〈感じ， 砂利道を歩くなどという表現から， 下肢の締めつけられるような感じ， 硬張る感じまでで，

下肢で は内側から後側K多〈認められるい また僅かの接触が耐え難い痛みとして感ぜられるとともあ

る。 とれら知覚過敏， または異常感を駄目県韮例につい

表18 異常感の種別

( fi 5名中）

種 ,81j 症例撒 (9"o) 
ピリピリする 5 4 8 4. 6 
し び れ 感 白 9. 2 
緊 迫 感 7 1. 1
筋痛， 神経痛 1 6 2 4.6 
け い れ ん 5 7. 7
灼 熱 感 5 7. 7
顔 面 異 常 2 3. 1
三叉 神 経 痛 1 1. 5
くすぐったい 1 1. 5

てみると表 1 8 のようvr, ピリピリするとい今ものが

fi 5 例中 5 4 例（ 8 4. 6 % ）を占めてb h， 次K多いも

のは自発性， または接触によってひきシζされる神経痛

様箆痛で． 1 6 例C 2 4. 6 9ら）と 念っている。 顔面異常

感， 三叉神倍高などは視神経の障害とともK今後検討さ

るべき問題かと思われる。

得，qd
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8. 上肢， 下肢の運動麻簿

スモンVてかいては知覚異常が重大で， 運動麻簿はあまり問題Kならないようである。安 藤ら闘の調査

では， 下肢に麻簿のないものが， 4 8.4 %， 上肢では95. 2 <}'oで， 高度な麻揮を来たしたものは下肢で

は1 4. 9%， 上肢では無かったという。

秋田県スモン症例tてついて運動の程度を正常， 弱， 不能と分けてみたととろ表 1 9 VC 示したよう念成

績が得られた。 すなわち各部位の運動が正常で支障のないものは， 祉では25. 5 9ら， 足では21 .  3 %, 

膝では25. 5 %， 腰では34. 1 ヲらとい今成績

表1 9 上下肢の運動状況

部位 程度別 症 例 数 （剣
3 2 

3 
正 常 1 2 ( 2 5. 5 % ) 

3 4 
3 

正 常 1 0 (2 1.3%) 
3 0 

5 
正 常 1 2 ( 2 5. 5 ヲら）

2 7 
2 

正 常 1 5 ( 3 4.1 % ) 

正 常 2 1 ( 7 9. 5 % ) ) 3 g名中

表20 脳神経の障害

( 6 9例中）

所 見 症 例 数倒
視力 正 常 4 1 ( 5 9.4) 

，， 低下 2 5 ( 3 2.2) 
失 明 3 4. 3 ) 

内 障 1 
明 1 

複 視 1 
言語 障 害 2 
難 聴 1 

片 頭 f高 1 
顔面神経麻簿 1 
鴨下 困 難 1 
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で， 腰以下に運動 麻簿の存在がわかる。 とれ

K対してよ肢では正常が7 9. 5 %で， 大部分

を占めているカミ残る21 .5%VC異常のある

ととは重大でるる。 なかまえ少数であるが各

部位に運動不能例のあるζとにも注目される。

9. 脳神経の障害

スモンvc i>＂いて脳神経陣害の今ち最も顕著

なものは視神経の障害で， 一般に10～4 0 

%の数値があげられている。 秋田県Kかける

症例 6 9名についてみたととろ表20 VC 示さ

れる成績が得られた。 すなわち視力の正常者

は41 名（ 5 9. 4 %〕で， 全症例の2/3弱

であるカら視力の低下を来 したものが25名

( 3 2. 2 '7ら）， しかも失明者が 3例（ 4. 3 '7ら）

もあった。 との視力障害例を文献からみると，

(7) 島田 は全症例の45 %，， そのうち失明者が

1 2 '7らであったとい今。 ま た小坂ら{13）は定型

的なスモンの45 %に視力障害を， 1 2 '?'oVC 

U5l 失明とい今。安藤ら は 視力障害も訴えたも

のが40 9らで， 実際K視力の低下のる ったも

仰のが2 7. 3 Cjらであったという。 杉浦 は眼の

障害は20%であるが， とれは全例が視神経

む障害という訳ではなく， 全身の消耗κもと

づ〈ものも見られたとい今。

次 κ秋田県症例中Kは白内障が 1 例あった

が， ス モンと の関連は 不明である。 また複視

， 

 l 

’ 

． 



も1例みられたが， 全国では眼球運動の障害が1例も報告されていないよ今である。

次に言語障害（速船性）が2例Kあったととは膜下障害， 顔面のしびれ感（三又神経障害）とともK

前掲安藤らの成績と也l通うし， 更Kまた安藤らは全身重聾症例の0.4 ヲるに見られたととは秋田県症例K

7テトーセ・がまたはT i c様患者の 1 例のあったととと対比して興味るるととと恩われる。

1 0. 莞 汗 異 常

スモンK皮膚の発汗異常が存在する かどうかKついてのべた文献はあまD見あたらないが， 秋田県例

6 8名について存否を集計してみると， 発汗異常を認め念いものが4 6名（ 6 7. 6 % ）で， ありとした

ものが1 7名（2 5. 0 % ）， そして残る5名については不明という成績であった 。 また発汗異常があb

としても， ぞれが分泌の充進か減弱かが不明であった。

1 l. 筋萎 縮所見

スモ；／ (I(ないて感覚ないし知覚異常や， また運動麻算の分ζった部位K筋肉の萎縮を伴念うものかど

うかの問題であった が， 視診蝕診などのかぎり秋田県例6 9名では， 筋萎縮の認められなかったもの

5 1名（ 7 5 0 ro ） ， 認められたもの1 6名（2 3. 5 % ）であった。 とれらはもちろん悉しく診断鑑別

さる べきであると思今。

1 2. 勝 統 直腸障 害

スモYKないては腰髄がよび下旬旬髄の侵されるととが普通であるから勝統直腸機能に異変のあると

とは当然で， 一般(1(20%～50 %の数値が与えられている。駄目県スモン症例7 4名κ ついてみた成

績は表 2 1 VC示したとなDで， 障害がないものが 7 4 例

中5 6例（ 7 5. 7 ヲら）で， 残る1 8例（2 4 3 ·% ) (I(は

表2 1 勝目光・ 直腸障害

( 7 4名中）

障害の種類 患者数（湖

1i し 5 6 ( 7 5. 7 ) 

尿 失 禁 2 

使 失 禁 2 

両使 失 禁 3 

使 秘 5 7.0) 

尿 閉 2 3. 0 ) 
( � !) ) 4 

何ら かの障害のあったととを示している。 すなわち尿も

使も失禁は5～G名程鹿 それK便秘5， 尿閉2という

成績である。
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た。 とれらの調査票を基礎Kして次のよう念結果が得られた。

1. スモン患者の発生状況

秋田県内Kかけるスモンの発生は昭和2 9年K初19, 4 4年まで1 1 5名の患者を数えられた。 患

者は3 8年から増加し始め， 4 2年Kは3 3名， 4 3年κは24名の発生をみたが， 4 4年Kは僅か4

名だけであった。

取扱件数を保健所別にみると，県南の湯沢保健所が5 1件で最も多〈， 次が県北の鷹巣保健所の2 3件，

その次が横手保健所の15件であった。

男女比は1 : 1. 7で， 女性K多かった。

年令別Kみると4 0才代が最も多〈全体の3 0. 7 %を占め， 次が5 0才代bよび3 0才代で1 5. 3 %, 

その次がG O才代念らびV'C2 0才代り1 3.9ヲらであったが， 1 9才未満のものも7名， 6.'9 ヲらもあった。

しかしとれを年令別人口1 0万対とすると， 4 0才代が2 0. 1, 6 0才代が1 7. 5, 5 0才代が1 3.6 

の発生率であった。

季節別発生状況をみると夏季が最も多（ 8 9名中2 9名， 次が春季の25名， その次が冬季の2 1名

で， 秋季が1 4名で最も少左かった。

地域的Kスモンの発生をみると県内7 2市町村の今ち3 3市町村に発生をみてがり， そむうちでも湯

沢保健所管内が最も謹厚で， その次が鷹巣保健所管内であった。人口1 0万対の発生率をみると， その

最も高いものは東成瀬村の1 4 7.fiで， 雄勝町は7 1. 5， 上小阿仁村は6 7.0， 森吉町が6 2.2， 湯沢

市が5 5. 7， 阿仁町が5 1. 0という順序で， 発生率は都市よりも郡部K高いととを示した。

家族内発生例は湯沢市の1例（夫婦問） V'Cすぎ念かったボ住居， 職場の近いとい今ととからいえば

1 2組もあった。

手術の既往はスモン患者の42. 3 %にも見られたが， 腹部手術の今ちでは虫垂手術が最も多かった。

2. ス モ ン患 者の環境

スモン患者の家族構成と同居者との聞には特記するととはなし 家庭内有病者は平均0.2人で， 特K

目立った疾病はなかった。

住居は大部分住宅地で（ 6 1. 7 % ）， 次 が農耕地（ 1 4. 9 9も）であったが， 住家の大部分が独立家屋

( 9 3. 6 % ）で， その間特に不備念関係は見出せなかった。

患者職業の今ち農業が2 1. 8 %で最も多〈， その次が商業の6. 9 9らであった。 しかし無職が4 1. 7 ヲら

Kあったととはスモンが女性K多〈， しかも中年以降K多いととによると思われる。

スモン患家の飲料水の今ち， 上水道が僅か2 7. 4 %にすぎず， 多〈は簡易水道， 井戸， 私設水道であ

った。 中Kは沢水 湧水天水を利用していた家庭もあった。

飼育動物では猫が最も多＜ 3 1. 9%， その次がニワトリで2 3.4 %， 犬が1 7.0 ヲらであった。 しかし
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表3 最近1 2年間秋田県に沿いて使用された農薬の主左ものとその使用量（与）

除と肱 昭和
4 2 4 0 3 9 3 8 3 7 3 fi 4 3 4 1 3 5 

※水 銀 剤 4 5 fi 4,24 2 5 , 2 99 8,5 21 7,941 9, 912 5,7 0 fi 7.28 3 6.2 fi fi 

有機硫黄剤 6 0,0 7 0 105,076 20,200 18,4 7 7 10,fi03 75β71 β2,814 

法有機ひ葉剤 8.51 2 1,877 315 284 2 53 14 0 195 148 184 

硫 酸 銅 133,160 187273 293,290 2 92ρ09 2 6 6.3 2 6 2 6 6.14 7 242β14 15,9;3 9 5 121,565 

ジクロン斉IJ 91,900 112,418 51,35 0 46682 22β18 21ρ78 

※低毒性燐剤 5 6,217 3 4.2 6 3 5,889 955 14 7 383 

ひ 酸 鉛 8,500 1 8.5 14 5 6.5 4 2 55,537 105,834 15 6.9 7 8 14 62 2 6 145,586 13 8.8 9 7 

※E p N 17,816 15,489 212 91 1 9,983 17.05 8 1 6.6 8 fi 1 62 5 fi 10.13 9 7β73 

※P 0 p 257,690 23 9 ,688 2 6 4.2 81 14472fi 190,47 0 184,953 94,340 51,684 8.9 7 6 

楽ドリン剤 310 210 8 fi 7 1.4 0 9 75 9 747 460 

来B H 0 41,977 2 5.5 2 3 3 7,0 fi 1 19.225 18,054 11.2 3 0 4,7 92 1 8.91 0 14,906 

※D D T 2.04 7 2.30 9 3,428 3,713 3,151 6.0 2 fi 5 0 93 5,0 ‘4 9 1,381 

タリウム斉IJ 3 92 481 217 1,095 41 15 

フラトーノレ 2,605 2.60 0 2.2 88 4.3 7 7 1,072 1,056 1.15 5 1,155 1,045 

ラテミ ン 1,425 1462 2,3 fi 0 2,557 

注 ※含有量K応じ有効成分のみK換算合計したもの。

3 4 3 3 32年

6.142 4,34 1 3,112 

20,976 4 ,84 2  

576 

70,4 0 0 69,3 70 71,700 

1 4 3,580 71,7 90 5 4 ,320 

5.07 2 3.3 07 820 

6 3 9 5 fi 8 605 

1 91 31 25,232 2 2.93 5 

75 18 9 1.5 0 9 

743 928 

599 809 540 



 

   

 
 



算出して合算したものを示した。また図2 ～5では絶対使用量を表わしたものではなく，使用量の年次

的推移を示したに停る。

さて図2 VC i,－－いては低毒性燐郵L EP N，枇酸鉛の年次Kよる使用量の胞織が示されているが， SM

ON J患者数の消長と一致するよ今Kは見えず，図 3 VC i,，いては有機硫黄海l，ジクロン剤，硫酸銅，有機

枇葉剤，水銀剤の使用量の推移が示されているが， との今ち強いていえばジクロンやまた有機硫黄剤の

推移が S MO N教と同調するが如き観を呈するが，他は無関係のように思われる。

図 4 VC 志、いてはPOP, BHO, DDT, ドリン 剤の使用推移が示されているが，軌を － vc するよう

な様相がうかがえなL 、。

函5VC ないては殺鼠剤であるフラトーJレ，ラテミン，タリウムの使用量の推移が示されているが，前

2 者は S MO N発生と関係あるよ今Kは見えず，タリクムのみがやや平行を辿るかのよう K 見える。

図2 C 農薬使 用量の年次的推移
とS MO N発 生数
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